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全 2頁 

金融ジェロントロジーとは？ 

超高齢社会において金融機関が注目 

 

金融調査部 研究員 藤原翼 

 

本シリーズの第 1 回は、金融ジェロントロジーの定義と、金融ジェロントロジーが求め

られる背景について解説していきたいと思います。 

 

金融ジェロントロジーとは何か 

金融ジェロントロジーとは、「金融」と老年学を意味する「ジェロントロジー」を組み合わせ

たもので、長寿が経済活動、特に金融面に与える影響を、経済学や医学などの多面的な視点から

分析する学問分野です。 

米国では、1990年代には既に学問分野として金融ジェロントロジーが議論されていましたが、

日本において金融ジェロントロジーが認知され始めたのはごく最近のことです 1。超高齢社会に

入っている日本では、「学問分野」としての金融ジェロントロジーの議論にとどまるだけでなく、

金融業への「実装」が必要な段階になっており、金融機関から注目されています。 

 

進む「高齢化」と「高齢者の高齢化」 

まず、日本の高齢化の現状と先行きを確認していきます（図表）。 

国立社会保障・人口問題研究所によると、人口に占める 65歳以上の比率は、2000年では 17.3％

（約 5.8人に 1人）であったのに対し、2020 年は 28.9％（約 3.5人に 1人）と推計されており、

急速に高齢化が進んでいることが分かります。また、高齢化と同時に進行しているのは「高齢者

の高齢化」です。65 歳以上人口に占める、75 歳以上の比率は 2000 年で 41.0％であったのに対

し、2020年は 51.7％と、高齢者の中でも年齢が高い層の比率が高くなっています。 

今後も「高齢化」と「高齢者の高齢化」は進んでいくとみられ、2040 年では約 2.8 人に 1 人

が 65歳以上、約 5人に 1人が 75 歳以上という世界になると推計されています。 

                                                   
1 駒村康平編（2019）『エッセンシャル金融ジェロントロジー』慶應義塾大学出版会 p.ⅳによると、「日本での

金融ジェロントロジーの議論は、2015 年 10 月に慶應義塾大学で開催された慶應義塾大学・世界経済フォーラ

ム共催国際会議『認知症社会における経済的挑戦と機会』から始まる。」としている。 

http://www.dir.co.jp/research/
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図表 将来人口と年齢構成比 

 

（注）2020年、2040年の値は、日本の将来推計人口（平成 29 年推計）に基づく 

（出所）国立社会保障・人口問題研究所より大和総研作成 

 

超高齢化社会は金融面でどのような問題が起こり得るか？ 

人々の健康意識の高まりや医療技術の進歩などによってもたらされる長寿化は本来望ましい

ことですが、他方で長生きできるようになったことで、金融面の問題に直面するケースも増え

るとみられます。 

豊かな老後を過ごすのに必要な要素は色々とありますが、その一つが「お金」です。老後の生

活資金は公的年金が柱となる一方で、不足分は貯蓄の取り崩し等で補う必要がありますが、長

く生きるほどその貯蓄が尽きる可能性は高くなります（これを「長生きリスク」と言います）。 

また、75 歳を超えると認知症になる確率が高まると言われますが、認知症になればお金に関

する「意思決定」や「判断」を自分で行うことが困難になります。75 歳以上人口の増加に伴っ

て認知症患者の数も増加するとみられ、金融機関は対応が求められます。 

本シリーズでは、これらの高齢者における金融面の問題と、それらと関連する制度や金融サー

ビスなどについて解説していきます。 

（次回予告：高齢者の資産枯渇リスク） 

以上 

82.5 
71.1 64.6 

10.2 
13.9 

15.2 

7.1 14.9 20.2 

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90

100

2000 2020 2040

64歳以下 65歳から74歳 75歳以上

(%)

人口 1億2,693万人 1億2,532万人 １億1,092万人

(年)


	金融ジェロントロジーとは何か
	進む「高齢化」と「高齢者の高齢化」
	超高齢化社会は金融面でどのような問題が起こり得るか？

